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Uber die inverse Anaphylaxie durch Antikolikaninchenimmunserum 
bei Meerschweinchen.

Von

Sadamu Uwazumi.

Eingegangen am 29. November 1932.

Verfasser hat die inverse Anaphylaxie durch Antikolikaninchenimmunserum bei 

Meerschweinchen, die mit Koliemulsion oder Kolifiltraten vorbehandelt waren, aus

gefahrt. Bisher sind auf diesem Gebiete positive Resultate kaum nachgewiesen worden. 
Die Versuche mit Antipferdemeerschweinchenserum oder Antiziegenkaninchenimmun

serum innerhalb eines Intervalles von 24 Stunden fielen immer negativ aus. In meinem 

Experiment wurden die Tiere mit verschiedenen Mengen (0.8cc-4.0cc) von Koliemul

sion und (2.0cc-3.5cc) von Kolifiltraten pro 100g, intravenos vorbehandelt und dann 

in verschiedenen Intervallen (1/6 Std. -120 Std.) wieder mit verschiedenen Reinjektions

mengen (100-2500) von Prazipitin-Einheiten pro 100g nachbehandelt. Ich erhielt die 

folgenden Resultate:

1) Bei intravenoser Sensibilisierung ist eine Menge von 0.8cc bei Koliemulsion 

uns von 2cc bei Kolifiltrat pro 100g die zweckmassige maximale Sensibilisierungsdosis; 

die Koliemulsion hat eine stirkere Sensibilisierungskraft gegen Meerschweinchen als 

Kolifiltrat.

2) Die Uberempfindlichkeit der Tiere erreicht bei der Koliemulsionsensibilisierung 

den hochsten Grad im Intervall von 72 Stunden und ist nach 96 Stunden ganz erloschen.
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Bei der Kolifiltratsensibilisierung erreicht sie den hochsten Grad im Intervall von 

48 Stunden und ist nach 72 Stunden erloschen. Innerhalb eines Intervalles von 24 

Stunden die inverse Anaphylaxie sicher herbeizufuhren, erscheint mir zu schwierig.

3) Um den anaphylaktischen Schocktod zu erzeugen, muss man Prazipitin-Einhei

ten von 2200 bis zu 2500 pro 100g benutzen, die nach der Antikorperverdunnungs

methode festgestellt werden. Bei einer Injektion von mehr ais 2500 Prazipitin-Einheiten 

pro 100g gehen die Tiere ohne anaphylaktische Erscheinung zu grunde. (Autoreferat).
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文 獻

第1章　 緒 論

最 初ニ免疫 血清ニテ感作 シ一定潜伏期後再 ビ該免疫 血清ニ相當スル抗原ノ再注射ヲ施行スル

事 ニ依 リ動物ハ過敏症 ノ状態 トナル.カ カル注射 ノ順序ニヨルモノヲ普通被働性過敏症 ト名付

ク. Nikolla, Friedemann, Otto1)等 ニヨリ被働性過敏症ナル現象 ガ發見 サレテ以來多クノ學

者 ハ各方面ヨリ過敏症 ノ檢索ヲ始 メ反應 ニ關與 スル感作免疫血清,再 注射量竝 ニ潜伏期 ノ問題

ハ注目ノ焦點 トナ リタ リ.而 シテ我教室 ノ抗體稀釋沈降反應法ガ創始サレテ以來過敏症 ニ關與

スル諸現象ハ系統的ニ闡明 サレ沈降素 ト過敏症抗體 トハ周一物質 タルコトハ最早不動ノ定説 ト

ナ レリ.斯 クノ如ク被働性過敏症ノ研究 ノ盛 ニナル秋ニ當 リ逆過敏症ノ可能性 ヲ思考 スルハ蓋
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シ當 然 ノ理 ナル ニ斯 カル方面 ノ研究 ノ僅微 ナル ハ驚嘆 ニ値 スル事實 ナルモ飜 ツテ再注射抗 血清

量 ノ決定 ノ至難 ナル事 ヲ考 フ レバ宜 ナ リ ト言 フベ シ.

文 獻 ヲ按 ズル ニPirguet und Schick2)ガ 家 兎 ニ於 テ最初 ニ皮 下 ニ馬血清 ヲ注射 シ24時 間 ノ

潜 伏期後再 ビ他 ノ部位 ニ抗馬家兎免疫血清 ヲ注射 シタル ニ其 ノ免疫 血清注射 部位 ニOdemノ 生

ズル コ トヲ報告 シE. L. Opie3)ハ 非 處 置家兎 ニ馬血清 ヲ皮下又 ハ靜脉 内 ニ注射 シ一定 潜伏 期後

ニ抗 馬免疫血清 ヲ皮 下 ニ注射 スル場 合數 日間持續 スルOdemヲ 生 ジ定型 的皮膚反 應 ヲ呈 スル事

ヲ實驗 シ組織 ニ於 ケル抗原抗體 ノ結合 ハ常 ニ急性炎症 ヲ惹 起 スルモ ノ ナ リ ト結論 セリ. E. L.

 Opie und I. Furth4)ハ 體 重190-500gノ 幼 少ナル家兎 ニ於 テ一般逆過敏症 ヲ研究 セ リ.先 ヅ

最初 ニ馬血清 又ハ家鷄血清 ヲ靜脉内 ニ注射 シ20時 間 ノ潜 伏明 ノ後 感作抗 原 ニ相 當 スル 家兎免

疫 血清 ノ大量8-20ccヲ 靜 脉 内ニ注射 シ急性 過敏症死 ヲ招來 スル コ トニ成功 セリ.此 際感作抗

原量 トシテハ馬血清(2cc-0.05cc)ヲ 使 用 シ0.05cc以 下 ノ感作抗原量 ニテハ再注射 サ レタ ル抗

血清 ニ對 スルUberempfindlichkeitガ 頓 ニ減少 スル ヲ認 メ更 ニ潜伏期 ニ就 テ附言 シテ曰ク感作

後12時 間ニ シテUberempfindlichkeitハ 最 大 トナ リ20時 間マデハ同一状態 ガ持續 シ其 ノ後 ハ

漸次低下 スルモノナ リト. Schiemann und Meyer5)ハ 白 鼠ニ於テ逆 過敏 症 ヲ實驗 シ馬血清 ヲ

以ヲ靜脉 内又ハ腹腔 内ニ感作 シ大量 ノ抗 馬家兎免疫 血清 ヲ靜脉 内 ニ再注射 スル コ トニ ヨツテ,

過 敏疲「シヨツク」又 ハ「シヨツク」死 ヲ招來 スル事ニ成功 セ リ.而 シテ「シヨツク」死 ヲ招來 スル

ニ必要 ナル免疫血 清量 ハ白鼠1匹 ニ付 キ0.6-0.9ccニ シテ感作抗原量 ノ大小 ハ餘 リ意義 深 キモ

ノニ非ズ ト云 ヘ リ. Dorr und Russ6)ハ 逆 過敏症 ノ問題 ニ就テ 精細 サル研 究 ヲ遂 ゲWeil-Halle

 und Lemaire7)等 ノ逆過敏症 不可能説 ニ反駁 セ ン ト試 ミタ リ. 3匹 ノ海〓 ヲ60℃ ニ加熱 セル鰻

血清 ヲ以テ長時間 ニ亙 ツテ免疫 シ最 後 ノ注射 ヨ リ18日 目 ニ採 血 シ3匹 ノ免疫血 清 ヲ混 ジタ リ.

混 合免疫血清 ハ60℃ 加熱鰻 血清 ト強度 ノ沈降反應 ヲ呈 スル ハ言 ヲ俟 タズ. 2匹 ノ海〓 ヲ0.2cc

ト1.ccノ 加 熱鰻血清 ヲ以テ腹腔 内ニ注射 シ24時 間經過後1.0ccノ 該 混合免疫 血清 ヲ再注 射 セ

ル ニ毫 モ過敏症状 ヲ認 メズ.尚 ホ又 一面ウ氏沈降素價1:1280ヲ 有 スル 抗 山羊家 兎免疫血清 ヲ

以 テ逆過敏症 ヲ施 行 セルモ成功 セズ.感 作 サ レタル抗 原ハ再注 射免疫血清 ト結 合スル樣 ナ状態

ニ體 細胞 内ニ於 テ存 在スル コ トハ不 可能ナ リ ト結 論 セ リ. E. L. Opie und I. Furthハ 海 〓 ヲ

馬血清 ヲ以 テ感 作 シ抗 馬海〓免疫 血清 ヲ以 テ再注射 セル ニ毫 モ過敏症状 ヲ認 メズ.海 〓 免疫血

清 ノ沈降 素價低 キ爲 メナ リト推論 セリ.更 ニ抗 馬家兎免疫 血清 ヲ用 ヒテ實驗 セル ニ失敗 ニ終 リ

若 シ抗 馬,抗 牛家兎免疫 血清 ヲ用 ヒテ海 〓ニ於 テ逆過 敏症 ノ生 ズル所以 ハ次 ノ二 ツノ理 由 ニ基

ク モノナ リ ト言及 セ リ.抗 馬,抗 牛免疫血清 トハ海〓 血清ハ類 屬反應 ヲ呈 スル爲 メ感 作サ レタ

ル抗 原 トノ關係 ナク唯再注射 サ レタル免疫 血清 ノ ミニテ逆過敏 症状 樣 ノ徴候 ヲ呈 スルモ ノナ リ

ト説 明 シ又第2ノ 理 由 トシテ再注射 サ レタル免疫血清 ハ抗 原 ト抗體 トヲ一緒 ニ含 有 スル爲 メ感

作抗 原 トハ無關係 ニ唯再注射 免疫 血清 ノ ミニテ過敏症状 ヲ惹起 スル モノナ リ ト説 明 セ リ.

以上文獻 ノ示 スガ如 ク家兎及 ビ白鼠 ニ於 ケル逆過敏症 ニハ成 功 セル報 告 アルモ被働 性過敏症
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ニ最 モ適當セル動物ナ リト言ハルル海〓ニ於テ成功 セル學者ナシ.余 ハ強力ナル感作能力 ヲ有

スル大腸菌浮游液竝 ニ濾液ヲ用 ヒテ潜伏期感作抗原量,再 注射免疫血清量 ノ3方 面ヨリ海〓 ノ

逆過敏症 ヲ系統的ニ研究 シ次 ニ示 スガ如キ成績ヲ得タリ.

第2章　 實驗材料及ビ實驗方法

第1節　 試驗動物及ビ過敏症状

200g乃 至280gノ 體 重 ヲ 有 ス ル 海 〓 ヲ試 獸 ト シ

テ 使 用 シ タ リ.被 働 性過 敏症 ニ際 シ海 〓 ノ最 モ適 當

ナ ル 試 獸 タ ル コ トハ 既 ニThoebald Smith8), Otto9),

 Friedemann10)等 ノ主張 セ ル 所 ナ リ.海 〓 ニ於 ケル

過 敏 症 状 ハ大 約 次 ノ徴 候 群 ヨ リナ ル.即 チ興 奮,不

安,鼻 掻 爬,立 毛,排 尿,脱 糞,呼 吸 促 迫,痙 攣,

過 敏 死 等 ナ リ,共 ノ他Awer及 ビLewis11)ニ ヨル病

理 學 的 變 化, Biedl及 ビKraus12)ニ ヨル 血液 ノ凝 固

能 力 ノ減 退, Pfeiffer竝 ニMita18)等 ニ ヨ ル 體 温 ノ

降 下,其 ノ他 沈 降 素 價,補 體 結 合價 等 ノ減 退 ナ リ.

余 ハ 固有 症 状 ノ輕 重 ニ從 ヒ 逆過 敏 症 ノ程 度 ヲ次 ノ4

型 ニ分 別 シテ 記 上 セ リ.

1)定 型的 過 敏 症(〓)

「シ ヨ ツク」死 ヲ來 セシモ ノ ニテ5分 以 内 ニ死 ノ轉

歸 ヲ取 ルモ ノ.

2)強 度過 敏 症(〓)

「シ ヨ ツク」死 ヲ來 セ ル モ ノニテ5分 以 後 ニ死 ノ轉

歸 ヲ取 ル モ ノ.

3)中 等 度 過 敏 症(〓)

過 敏 症 状 強 ク死 ニ頻 ス ル モ恢 復 ス ル モ ノ.

4)弱 度 過 敏 症(+)

立 毛,不 安,放 尿,呼 吸 困難,掻 鼻,體 温降 下 ヲ

訴 フル モ 著明 ノ痙 攣 ヲ呈 セザ ル モ ノ,

第2節　 免 疫 方 法

2000g内 外 ノ成熟健常家兎ヲ選 ビテ免疫 ヲ行ヒタ

リ.免疫元 トシテハ大腸菌18時 間寒天斜面培養 ヲ生

理的食鹽水10cc中 ニ3白 金耳ノ割 リニ浮游セシメ

之ヲ60℃ 重湯煎中ニ2時 間殺菌シテ生成セリ,家兎

ヲ4日 間 ノ間隔 ヲオキテ靜脉内ニ頻囘免疫シ最後 ノ

免疫 ヨリ7-10日 目ニ採血セリ.而 シテ採血セル血

清ハ氷室 ニ貯 ヘ腐敗ヲ防止セリ.

第3節　 感 作 方 法

1)大 腸菌浮游液.

大腸菌18時 間寒天斜面培養 ノ3白 金耳ヲ生理的

食鹽水10cc中 ニ極 メテ平等ニ浮游 セ シメ タル後

60℃2時 間殺菌シテ ツクル.

2)大 腸菌濾過液

Kolle氏 罎 ノ大腸菌24時 間寒天培養 ニ20ccノ 滅

菌蒸餾水ヲ入 レ能 ク菌 ヲ洗 ヒ落 シタル後該液 ヲ

60℃ 重湯煎中ニテ1時 間殺菌 シ次 デ37℃ 孵卵器内

ニ48時 間靜置 シ充分菌蛋白 ヲ浸出 セ シメタル後

Berkefeld氏 濾過器ヲ以テ濾過 シ濾液 ニ0.85%ノ 割

ニ食鹽ヲ加ヘテ用フ.本 濾液 ノ蛋白含有量ハ毎常殆

ド血清 ノ1:100ナ リ.

以上 ノ兩杭原 ノ適當量ヲ海〓 ノ外頸靜脉 ニ注射シ

テ感作セリ.
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第4節　 沈 降 反 應

a) Uhlenhuth氏 原法

抗原稀釋重層法ニシテ免疫血清ニ階段的ニ稀釋シ

タル抗原ヲ重層シ輪環反應ヲ以テ沈降素價ヲ測定ス

ル方法ナリ,

b)緒 方氏稀釋沈降反應

沈降素血清ヲ1%「 アラビヤゴム」食鹽水溶液或ハ

10%海 〓血清ヲ以テ階段的 ニ稀釋 シ之ニ各種濃度

ノ抗原ヲ重層 シ輪環法ヲ以テ檢 スル時ハ或ル特定濃

度 ノ抗原溶液ノミガ最モヨク高度稀釋 ハ免疫血清 ト

反應ス此場合其 ノ特定濃度ノ抗原 ヲ稱 シテ 結合帶

(Rirdungszone)ト 言 ヒ コノ結合帶 ト反應 シ得ル免

疫血清 ノ最高稀釋度ヲ稱シテ稀釋沈降價(Verdun

nungstiter)ト 言 フ.稀 釋沈降價ハ其ノ沈降素血清中

ノ沈降素量ヲ表示 スルモノナリ.本 實驗ニ於テハ沈

降素血清稀釋ニ1%「 アラビヤゴム」食鹽水溶液ヲ使

用セ リ.

第5章　 實 驗 成 績

第1節　 感作抗原量 ニ就 テ

被働性過敏症 ニ於テ抗原抗體 ノ量的關係 ガ最適ナル場合ニ確 實ニ過敏症「シヨツク」ヲ招來 シ

得ルハ我教室幾多 ノ研究ニヨツテ明白ナル事實ニシテ逆過敏症ニ於テモカカル事實 ノ存在スル

ヤ否ヤヲ實驗セン爲 メ或 ル一定 ノ潜伏期間中堪ヘ得ル最大感作抗原量 ヲ定 メタリ.

第1項　 大腸菌浮游液 ノ場 合

先 ヅ10分 間動物 ノ堪 ヘ得 ル最大抗 原量 ヲ決定 セ ンガ爲 メ海〓100g當 大 腸菌浮游液2, 28,

 36, 40ccノ4種 ノ抗 原量 ヲ靜脉 内ニ注射 シ注射後10公 間 其ノ經過 ヲ觀察 セ リ. 100g當4ccノ

注射量 ヲ施 行 セルNr, 4海 〓 ハ注射後9´ ニ シテ斃 死 セル モ他 ノ3匹 ノ海〓 ハ注射後10分 間生

命 ヲ持續 シ得 タ リ.斯 クノ如 キ方法 ニテ試驗 スル場合 海〓 ノ4時 間竝 ニ8時 間堪 ヘ得 ル最大抗

原量 ハ100g當2.0ccニ シテ10, 24時 間 ノ 場合 ニハ100g當1.2ccノ 注 射 ニ動物 ハ堪 ヘ得. 48

時 間 以上生命 ヲ維持 セシメル タ メニハ100g當0.8cc以 下 ノ注射 量 ヲ適當 トス.若 シ感作抗原

量 ヲ以テ逆過敏症 ヲ試 ミン トセバ試獸 ニ毒性 強 ク然 モ長時間 ニ亙 ツテ 生命 ヲ維 持 セ シ メ得 ル

100g當0.8ccノ 浮 游液量 ハ將 ニ適當 セル最大感作抗 原量 タ リ.試 獸 バカカル量 ノ注射 ニ對 シテ

ハ何等菌 ニ ヨル中毒症状 ヲ示サズ長時 間 ノ潜伏期 ニモ生命 ヲ維 持 シ得 ベ シ.

第1表　 大腸菌浮游液ノ感作抗原量
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第2項　 大腸菌濾液ノ場合

既述 ノ如 キ方 法 ニテ作成 セル大腸菌濾 液 ヲ100g當2.0cc, 2.5cc, 3.0cc, 3.5ccノ 割 ニテ外頸

靜脉 内ニ注射 シ任意潜伏 期試獸 ノ堪 ヘ得ル最大濾液量 ヲ測定 セリ, 100g當3.5ccノ 注 射 ニ對 シ

テ ハ動物 ハ10分 間ノ生命 ヲ維持 シ得 ズ3.0cc以 下 ノ感作 量 ニ對 シテハ10分 間生命 ヲ維持 シ得.

 4時 間以 内ノ 潜伏期 ニハ3.0cc以 下 ノ注射量 ガ必要 デア リ. 8, 16, 24各 時 間 ノ潜伏期 ノ場 合 ニ

ハ2.5cc以 下 ノ注射 量 ガ必要 デア リ, 48時 間 以上 ノ 潜伏期 ニ堪 ヘ得ル爲 メニハ2.0cc以 下 ノ感

作 濾液量 タ ラザルベカ ラズ,試 獸 ヲ短潜 伏期 間内 ニテ斃死 セ シメ得ル如 キ感作抗 原量 ハ逆過敏

症 檢索 ニ際 シ適 當 ナル感作抗 原量 ト言 ヘズ.長 潜 伏期 間 ニ亙 ツテ毒性 ヲ表 ハサズ,然 モ最 大感

作 量 タル100g當2.0ccノ 注 射量 ハ將 ニ大 腸菌濾 液 ニヨル逆過敏症研究 ニ最 モ適 當ナル最大抗

原 量 ト云 フベ シ.

第2表　 大腸菌濾液ノ感作抗原量
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第2節　 感 作 抗 原 ノ流血 中 ニ於 ケル時 間 的 經 過

1)大 腸菌浮游液 ノ場 合

余 ハ前實驗 ニ於テ一定潜 伏期 間試獣 ノ堪 ヘ得 ル最大抗原量及 ビ逆過敏症 檢索 ニ際 シ最 適抗原

量 ヲ定 メタ リ.本 實驗 ニ於 テハ各潜伏期 ニ於 ケル最大感作抗 原量及 ビ最 適抗 原量タ ル100g當

0.8ccヲ 注 射 シ時 間的 ニ沈降原 トシテ血清 中ニ出現 及 ビ消失 ス ル ヲ觀察 シタ リ
.抗 原性測定 ニ

ハ「ウ」氏沈降價1:100ヲ 有 スル抗 大腸菌家 兎免疫血清 ヲ使用 セ リ
.各 浮游 液量 ノ注射 ニ對 シテ

8時 間以 内ハ毫 モ抗原性 ヲ認 メズ.注 射16時 間 ニ シテ漸 ク出現 セ リ. 100g當0.8ccノ 注 射

ノ場合 ニハ第1海 〓 ニ於 テハ16時 間 ニシテ抗原性現 ハ レ1:10ヲ 示 シ24時 間 ニ シテ1:25ト

ナ リ48時 間 出ハ1:5ニ 減少 シ72時 間 目二ハ抗 原性 ハ最 早消失 セ リ.第2海 〓 ハ16時 間 ニ1:

10ノ 抗 原性 ヲ以テ出現 シ24時 間目 ニ1:10ヲ 示 シ48時 間 ニハ1:5ニ 減 少 シ72時 間 以後 ハ最

早抗原性 ヲ認 メ得 ズ. 100g當1.2ccノ 注 射ノ場 合 ニハ16時 間 ニ シテ1:10ノ 抗 原性 ヲ示 シ24

時 間 ニシテ1:25ヲ 示 シ48時 間 目 ニハ 試獸 ハ 斃死 セル タ メ抗 原性 ヲ測定 シ得 ズ. 100g當

1.6ccノ 注 射 ノ場合 ニハ唯注射後16時 間目 ニ1:5ヲ 示 シタル ノ ミニテ動 物ハ20時 間 ニ於 テ斃

死 セル ヲ以 テ以後測定 シ得 ズ. 2.0cc以 上 ノ注射 ノ場合 ニハ抗原性出現 以前ニ動 物 ハ斃 レ爲 メニ

測定 不可能 ナ リ.

95



1592 上 住 定

第3表　 大腸菌浮游液 ノ流血中ニ於 ケル時間的經過

2)大 腸 菌濾液 ノ場合

100g當2.0ccヨ リ3.0ccマ デ ノ濾 液 ヲ注射 シテ1/6, 4, 8, 16 , 24, 48, 72時 間 ノ經 過 ニ於 テ抗

原性 ヲ測定 シタ リ, 100g當2.0ccヲ 注射 セ シ第1例 ノ海〓 ニ於 テ ハ1/6時 間 ニ1:5, 4時 間 目

ニモ同 ジク1:5ヲ 示 シ8時 間以 後 ハ消失 セ リ.第2例 ニ於 テハ1
/6時 間 ニ1:5, 4時 間 ニ1:5, 8

時 間 ニ1:5(±)ヲ 示 シ16時 間 以後 ハ抗 原性 ヲ認 メ得 ズ第3例 ニ於 テハ1/6時 間 ニ1:5, 4時 間

目ニ1:5, 8時 間 目ニ1:2ヲ 示 シ16時 間 以後 ハ抗 原性 ヲ認 メ得 ズ100g當2.5ccノ 注 射 ノ場

合 ニ於 テモ16時 間以後 ハ最 早流 血中 ニ抗 原 ノ存在 ヲ認 メ得 ズ48時 間 ニ シテ2例 共斃死 セ リ.

 3.0ccハ 注 射 ノ場 合ニハ4時 間マデ抗原性 ヲ測 定 シ得 ルモ8時 間目 ニ ハ2例 共斃 死 セル 故抗 原

性 ヲ測定 シ得 ズ.以 上 ノ實驗 ニ ヨ リテ明白 ナル如 ク大 腸菌濾液 ノ注射 ノ場合注射 後8時 間迄 ハ

抗 原性 ヲ測 定 シ得 ルモ以後 ハ不可能 ナ リ.

第4表　 大腸菌濾液 ノ流血中ニ於ケル時間的經過

第3節　 最適 感作抗 原量(大 腸菌 浮游液100g當0.8cc)ノ

注 射 ニ ヨル沈降素産生

余 ノ逆過敏症 ノ場合ニ於ケルガ如 ク長 キ潜伏明ノ必要ナ場合 ニハ感作サ レタル抗原ノ爲 メニ
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沈 降素産 生サ レ再注射 サルベ キ抗 血清中 ニ未 ダ抗 原 ノ殘存 セル場 合 ニハ其 ノ殘存抗 原 ト産 生サ

レシ沈降素 ハ體内 ニ於 テ結合 シテ能動性 過敏 性 ノ如 キ現象 ヲ呈 スル事 モ推定 ニ難 カ ラズ.故 ニ

感作抗 原ニ ヨル沈降素 ノ産 生ヲ明白 ニセンガタ メ100g當0.8ccヲ 注 射 シ沈 降素産生 ヲ檢 シタ

ル ニ5匹 ノ海〓 ニ於 テ48時 間ニ於テハ沈體産生 ヲ見ズ.更 ニ他 ノ5匹 ノ海〓 ニ於 テ 注射後72

時 間 ノ經過 ニ於 テ2匹 ハ抗體 ヲ産生 セ リ.即 チNr. 7.海 〓 ニ於 テB. z. 1:10, V. t. 1:4ヲ 有 シ

Nr. 9.ニ 於 テB. z. 1:20V. t. 1:10ヲ 有 ス.更 ニ注射後96時 間 ノ經 過ニ於テ5匹 ノ海〓 中3匹

ハ抗體 産生 ヲ示 シNr. 11.海 〓 ニ於 テB. z. 1:20 V. t. 1:8, Nr. 14.海 〓 ニ於 テB. z. 1:20 V.

 t. 1:8ヲ 示 シ. Nr.15.海 〓 ニ於 テB. z. 1:10 V. t. 1:4ヲ 示 セ リ.更 ニカカル沈降素 ガ果 シテ

再注射抗 血清中 ノ抗 原 ト結 合 シテ能働性過敏症 ヲ惹起 スル モノナ リヤ否 ヤヲ確 メンタ メ抗體 ヲ

産生 セル海〓 ニ其 ノ各 々 ノ潜伏期 ニ於テ結 合帶相當量 ノ大 腸菌 濾液 ヲ注射 シ結果 ヲ觀察 シタル

ニ注射後流血中 ノ沈降 素ハ全 ク消失 スルモ試獸 ハ 毫 モ過敏症状 ヲ呈 セズ即 チ潜伏期96時 間以

内 ニ於テハ例 ヘ抗體 ハ産 生サ レ再注射杭 血清中ノ抗原 ト結 合 スル モ過敏症状 ヲ呈 スル コ トハ絶

對ニ無 キコ トヲ窺知 シ得 ベ シ.

第5表　 大腸菌浮游液100g當0.8ccノ 注射ニヨル沈降素産生

B. E. M.=結 合常 相 當 量

第4節　 再注射免疫血清

第1項　 抗大腸菌免疫血清ノ再注射量

逆過敏症實驗ニ際 シテ再注射免度血清量 ヲ測定スル前 ニ試獸 ノ堪ヘ得ル最大免疫血清量竝 ニ
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ソレニ件 フ體内外 ノ状態變化即 チ外部的過敏症状又體内 ニ於ケル體温 ノ下降,補 體價ノ減少等

ヲ逆過敏症 ノ再注射ノ場合ニ於ケル對照 トシテ豫 メ熟知スル事必要 ナリ.免 疫血清量ハ稀釋沈

降價ヲ基準 トシ稀釋沈降價1:1000ヲ 有 スル抗血清ノ1ccヲ 假 リニ1000單 位 トセリ.第6表 ニ

ヨリテ明白ナル如ク100g當2500單 位 マデハ試獸ハ何等影響ヲ認 メズ.普通 ノ状態ヲ維待 シ得

ルモ100g當2700單 位以上ノ注射ニ際 シテハ長時間生存 シ得 ズ. Nr. 7海 〓 ニ於 ヲ注射後2.5

時間ニシテ斃死セリ. 100g當3000單 位 ヲ注射セシNr. 9海 〓 ハ1時 間20分 ニシテ死 シ, 100g

當3500單 位ノ注射ニ際 シテハ1時 間40分 ニテ斃 レタ リ.依之觀之100g當2700單 位以上ノ抗

大腸菌免疫 血清ノ注射ニ際 シテハ動物ハ注射後斃 レ過敏症死 ト誤解 サルル恐 レア リ故 ニ常ニ

100g當2500單 位以下ノ免疫血清最ヲ注射 スルコト必要ナリ.然 シテ何 レノ試獸 ニ於テモ被働

性過敏症 ノ場合 ニ於ケルガ如キ外部的過敏症状竝 ニ體内ニ於ケル體温 ノ下降 又 ハ注射後10分

ニ於 ケル補體價ノ減少等ハ毫 モ之ヲ認 メズ.故 ニ100g當2500單 位以下ノ再注射免疫血清量ノ

ミニヨル過敏症樣症状ノ出現ヲ懸念スル必要ナシ.

第6表　 抗大腸菌免疫血清ノ再注射量

98



抗大腸菌家兎免疫血清ニヨル海〓逆過敏症 ノ實驗的研究 1595

第2項　 使用免疫血清 ノ被働性過敏症

第7表 ニ示スガ如キA, B, C, D, Eノ5種 ノ抗大腸菌免疫血清ヲ逆 過敏症 ニ使用セルガ實驗

ニ先ダチ該免疫血清ハ海〓 ノ生體内ニ於テ充分抗原 ト結合スル能力アリヤ,又 海〓 ヲ充分感作

スル能力アリヤヲ豫 メ熟知センタメ該5種 ノ免疫血清ヲ使用 シテ型ノ如ク被働性過敏症 ヲ施行

セリ.各 免疫血清400單 位以上ヲ用 ヒテ各々2匹 ノ海〓 ヲ感作 シ24時 間 ノ潜伏期後沈降素ノ

流血中ニ存在 スルヲ確認 シ結合帶相當量 ノ大腸菌濾液ヲ抗原 トシテ再注射セリ. C免 疫血清ノ

感作ニヨルNr. 6海 〓 ヲ除 クノ外全部定型的過敏症状 ヲ以 テ即死 セリ.再 注射後ハ血中ニ沈降

素ヲ最早認 ムル能ハズ.即 チ種々ナル免疫血清中ノ沈降素ハ海〓ヲ感作 シ再注射ニヨル抗原 ト

結合 シテ過敏症死 ヲ招來 シ得タ リ.

第7表　 (a)抗 大腸菌家兎免疫 血清

第7表　 (b)免 疫血清ノ被働性過敏症
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第5節　 大腸菌浮游液 ノ感作ニヨル各種潜伏期

ニ於 ケル逆過敏症

第1項　 10分及ビ4時 間ノ潜伏期ノ場合

Pirguet und Schickハ 逆 過敏症 ニ依 ル家 兎皮 膚 ノ浮腫産生 ニ關 シテ24時 間 ノ潜伏 期 ガ最 モ

適 當ナル ヲ主張 シE. L. Opie und I. Furthハ 馬 血清 ヲ用 ヒテ家 兎 ノ耳翼靜脉 ニ感作 シ直 チ

ニ他側 ノ耳 翼靜脉 ニ抗馬免疫 血清 ヲ注射 セル ニ極 ク輕度 ノ過敏症状 ヲ起 セシヲ實驗 シ然 モ潜伏

期 ノ長 クナル ニ連 レテ其 ノ症状 モ ヨリ強ク20時 間 ニシテ最 モ強度 ニ達 ス ル ヲ 實驗 シ, Schie

mane und Meyerハ 白 鼠 ノ實驗 ニ於 テ靜豚 内前處 置 ノ場合 ニハ24時 間腹腔 内前處 置 ノ場 合ニ

ハ48時 間 ノ潜 伏期 ガ動物 ヲ「シヨツク」死 ニ至 ラシムル ニハ必要 ナ リ ト主張 シDorr und Russ

ハ24時 間 ノ潜伏期 ヲ用 ヒテ海〓 ニ於 テ逆過敏症 ヲ實驗 セル ニ成 功 セズ.即 チ幼弱 ナル家兎及 ビ

白鼠ニ於 テハ24時 間以 内ノ潜伏 期 ニ於 テ立派 ニ逆過敏症 ニ 成功 セルモ海〓 ニ於 テハ 何 人モ未

ダ陽性成績 ヲ發表 セズ.余 ハ短時間 ノ潜伏期 ヨ リ長時間 ノ潜伏期 ニ亙 ツテ檢索 ヲ遂 ゲタ リ. 10

分 間 ノ潜伏期 ニ際 シテ2種 ノ感作抗原 ヲ使用 セ リ.一 ツハ上述 ノ如 ク逆過敏症實驗 ノタ メノ最

適 抗原量 タル100g當0.8ccニ シテ他 ハ10分 間生存 シ得 ベ キ最大抗 原量 タル100g常3.6ccナ

リ.兩 抗 原 ヲ用 ヒテ各 々5匹 ノ海〓 ヲ感作 シ10分 間後100, 250, 500, 1000, 2500單 位 ノ抗大

腸菌沈降素 血清 ヲ注射 セルニ毫 モ何 レノ動 物 ニ於 テモ過敏症状 ヲ呈 セズ.試 獸 ハ注射 前 ト何等

變 化ナシ. 4時 間 ノ潜伏期 ノ場 合 ニハ最大 感作抗原量 トシテ100g當2.0ccヲ 注 射 セリ.此 場 合

モ10分 ノ潜伏期 ノ場 合 ト同 ジク5種 ノ沈 降素 單位量 ヲ注射 セルニ毫 モ 過敏症状 ヲ 認 ムル能 ハ

ズ.即 チ4時 間以 内ノ潜伏期 ニ於 テハ逆 過敏症状 ヲ惹起 スル事不能 ナ リ.

第8表　 10分 及 ビ4時 間ノ潜伏期ニ於ケル逆過敏症
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第2項　 8, 16, 24各 時 間 ノ潜伏期 ノ場合

第9表 ニ見ル如 ク最大感作抗原量 トシテ8時 間ノ潜伏 期 ノ場 合 ニハ100g當2.0cc 16, 24時

間 ノ潜 伏期 ノ場 合ニハ最 大感作抗 原量 トシテ100g當1.2ccヲ 以 テ感 作 セ リ然 シテ.各 潜伏期

ニ於テ所謂最適抗原量 トシテ100g當0.8ccノ 感 作 ヲ併 セ 施行 セ リ.各 潜伏期 ニ於 テ各抗 原量

ヲ以 テ感作 セ シ3匹 ノ海〓 ヲ選 ビテ100, 500, 2500單 位 ノ 免疫 血清量 テ再注射 セ リ. 100g單

位 ハ極大再注射 量 ヲ表ハ シ若 シ再注射量 ノ大小ニ ヨ リ逆過敏症 ノ惹起 ニ支障 ナカ ラ シメタ リ.

再 注射後成績 テ見ルニ1匹 モ陽性成績 テ得 ズ感 作海〓 バカカル潜伏期 ニ於テハ毫 モ過敏症状 ヲ

呈 スル ヲ得 ザル ガ如 シ.

第9表　 8, 16, 24各 時 間 ノ潜伏期 ニ於 ケル逆過敏症
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第3項　 48時 間 ノ潜伏期 ノ場合

余 ハ既 ニ100g當0.8cc以 上 ノ感 作抗原量 ニテハ試獸 ヲ48時 間以上生存 セ シメル事 ハ不可能

ナル ヲ實驗 セ リ.故 ニ此 實驗 ニ於 テハ全 部100g當0.8ccノ 抗 原量 ニテ感 作 セ リ.再 注射抗血

清 量 トシテ ハ第10表 ニ示 スガ如 ク100g當100單 位 ヨリ2500單 位 ニ至 ル種 々 ナル量 ヲ用 ヒテ

再注射 セ リ. 1100單 位 ノ再注射 マデ ハ試獸 ハ毫 モ過敏症状 ヲ呈セズ. 1200, 1300單 位 ノ再注

射 ニヨ リテ極 ク輕度 ノ外部的過敏症状 ヲ以 テ反應 シタルモ未 ダ體温 ノ下降 モ補體 價 ノ減少 ヲモ

認 メ得 ズ.然 レ ドモカカル再注射 量 ヨ リ増加 真ルニ伴 ヒテ 過敏症状 モ張度 トナ リ1400單 位 ヨ

リ1700單 位 マ デノ再注射 ニヨ リテ動 物 ハ可成 リ著 明 ナル 過敏症状 ヲ示 ス ト同時 ニ體温 ノ下 降

竝 ニ補體價 ノ減 少 ヲ認 〓タ リ. 1800單 位 ヨ リ2500單 位 マデ ノ再注 射 ニヨツテ 動物 ハ中等度過

敏症状 ヲ示 シ著 明 ナル體温 ノ下降 補體價 ノ減少 ヲ判 ツテ死 ニ頻 スル モ何 レモ數時間後 ニハ恢復

シ過敏症死 ヲ免 レタ リ.即 チ48階 間 ノ潜伏期 ニ於 テハ1200單 位 以上 ノ再注射沈降 素量 ニ ヨ リ

テ明 カニ過敏症状 ヲ惹起 セシメ得ル モ未 ダ過 数症 死 ニ至 ラシメル コ トハ困難 ナ リ.

第4項　 72時 間 ノ潜伏期 ノ場合

100g當0.8cc以 上 ノ感作抗原量 ニテハ試獸 テ72時 間 以上 生存 セ シメ得ザル ヲ以テ 余 ハ最大

抗原量 ヲ以 テ感作 スル意味 ニ於 テ此 實驗 ニ於 テモ全部100g當0.8ccノ 割 ニテ感 作 セ リ.再 注射

抗血清 トシテハ結合帶1:10,稀 釋 沈降 價1:640ト 結 合帶1:20,稀 釋 沈降 價1:1280ノ 兎 ノ

2種 ヲ使用 セ リ. 72時 間 ノ 潜伏期後 第11表 ニ示 ス ガ如ク100單 位 ヨ リ2500單 位 マデノ種 々

ナ ル沈降素單位量 ヲ再 注射 セル ニ500單 位 ノ再注射 マデハ過敏症状 ヲ見 ザ ル ト同時 ニNr. 2及

ビNr. 4ニ 於 ケル ガ如 ク再注射後 補體 價 ノ減 少ヲ認 メズ. 600, 700單 位 ノ再 注射 ニヨ リテ極 ク

輕 度 ノ過敏症 状 ヲ認 メ800-1000單 位 ノ再注射 ニ際 シテ輕 度過敏症状 ヲ認 メ立毛,放 尿,放 尿,

呼 吸困難,掻 鼻等 ノ外 部的症 状 ヲ認 メル ト同時 ニ體温 ノ下降竝 ニ3例 中2例 ニ於 ヲ補體價 ノ減

少 ヲ認 メ得 タ リ1100-2000單 位 ノ再注 射 ニヨリテハ中等度過敏症状 ヲ呈 シ試獸 ハ死 ニ頻 スル

モ恢復 セ リ此際著明 ナル體温 ノ下降竝 ニ補體 價 ノ減 少テ認 メタ リ. 2200, 2400, 2500單 位 量 ノ

再注射 ニ際 シヲハ強度 過敏症状 ヲ呈 シ強度 ノ痙攣 及 ピ呼吸促迫 ラ以 テ過 敏症死 ニ至 レリ.死 後
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剖檢セルニ肺臟ノ膨張,出 血テ示 シテ型的過敏症死 タル事確實ナ リ.即 チ72時 間 ノ潜伏期 ノ

場合 ニハ500單 位ノ再注射 ニヨサテ漸ク過敏症状テ呈 シ初 メ,再 注射量 ノ増加 ニ伴 ツテ症状モ

強度 トナリ2200單 位以上ノ再注射 ニヨツテ過敏症死 テ招來 シ得タ リ.

第5項　 96時 間ノ潜伏期 ノ場合

96時 間 ノ潜伏期 ノ場 合 ニ於 テモ100g當0.8ccノ 割 ニテ感作 セリ.所 要潜伏期後100單 位 ヨ

リ2500單 位 マデ ノ種 々ナル沈降 素單位量 ニテ再注射 セル ニ1700單 位 マデハ毫 モ過敏症状 ヲ認

メ得 ズ1800, 1900單 位 ノ再注射 ニ ヨリテ極 ク輕度 ノ症状 ヲ認 メタルモ,未 ダ體温 ノ 下降 補體

價 ノ減 少ヲ認 メ得 ズ. 2000單 位 以 上ノ再注射 ニヨ リテ輕度 ノ過敏症状 ヲ呈シ殊 ニ2400, 2500單

位 ノ再注射 ニ當 ツテハ試獸 ハ強 キ痙攣 呼吸困難 ヲ示 シテ死 ニ頻 スル 兎恢復 セ リ.而 シテ2000單

位 以上 ノ再注射 ニ當 ツテハ常 ニ著明 ナル體 温 ノ下 降,補 體 價 ノ減少 テ明 白 ニ示 セ リ.然 ンドモ

72時 間 ノ潜伏期 ハ場合 ニ比較 スル ニ急 ニ過敏症惹起 能力減 退 シ大量 ノ 再注射 沈降素量 ヲ以 テ

スルモ單 ニ中等度過敏症状 ヲ呈 シ得 ルノ ミニテ最早過敏症 死 ヲ起 シ得 ル コ トハ不 可能 ナ リ(第

12表 參照).

第6項　 120時 間 ノ潜伏期 ノ場 合

此實驗 ニ於 テモ100g當0.8ccノ 大 腸菌浮游液 ニテ感 作 シ所 要潜伏期 後100-2500單 位 ノ抗

血清量 ニテ再注射 ヲ施 行 セリ. 2000單 位 以上 ノ如 キ大量 ノ再注射量 ニ對 シテ モ試獸 ハ毫 モ過敏

症状 ヲ示サズ.注 射前 ト何等變化 ナ シ.又Nr. 4, Nr. 9, Nr. 11ノ 各動物 ニ於 テ 再注射後 ノ補

體價 ノ減少 ヲ檢 シタルニ何 等變化 ナク,何 レノ動物 ニ於 テモ體温 ノ下降 ヲ認 メザ リキ,即 チ120

時 間 ノ潜伏期 ニ際 シテ ハ動物 ハ最早再注射 サ レタル 抗 血清 ニ對 シテUberempf indlichkeit,ヲ

示 サズ斯 カル長期 ノ潜伏期 ニ當 ツテハ最早輕度 ハ過敏症 ヲモ惹起 スル コ ト不 可能 ナル モノノ如

シ.

第6節　 大腸 菌濾液 ノ感作 ニ ヨル各種潜伏期ニ於 ケル逆 過敏症

第1項　 1/6, 4, 8, 16, 24時 間ノ各潜伏期 ニ於ケル 過敏症

即述 ノ實驗 ニ ヨリテ明 カナル如 ク體 重100g當 大 腸菌濾液2.0ccハ 感作抗 原量 トシテ最 モ適

當 ナル最 大感作抗 原量 ナ リ.再 注射 免疫 血清 トシテハ 結 合帶1:20稀 釋 沈降 價1:640,結 合帶

1:20稀 釋 沈降 價1:1280,及 ビ結 合帶1:10沈 降 素價1:320ヲ 有 スル3種 ヲ用 ヒタ リ.再 注射

沈降素單 位 トシテハ100, 500, 1000, 2500ノ4種 類 ヲ選 ビタ リ.余 ハ若 シ大腸菌 濾液 ノ感 作 ニ

當 リカカル潜伏期 ニ ヨリテ 逆過敏症賦與能 力 ア リ トス レバ100單 位 ノ最小 量 ト2500單 位 ノ最

大量 ノ再注射 ニヨツテハ必 ズ過敏症状 ヲ起 シ得 ルテ確 信 シ得 レバ ナ リ.然 ルニ24時 間 以内 ノ潜

伏期 ノ場合 ニ於 テハ カカル感 作抗原量 ト再注射量 トヲ以 テ シテハ過 敏症 状 ヲ惹起 スル コ トハ不

可能 ニ シテ試獸 ハ毫 モ過敏症状 ラシキ反應 ヲ呈 セズ(第14表 參 照).
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第2項　 48, 72時 間 ノ潜伏期 ノ場 合

48, 72時 間 ノ潜伏期 ノ場 合ニモ動 物ハ全 部100g當2.0ccノ 大 腸菌濾 液 ヲ用 ヒヲ感 作 シ48時

間 ノ潜伏 期 ノ場合 ニハ第15表 ニ示 ズガ如 ク 沈降素單位 量100ヨ リ2500單 位 マデ ノ13種 類 ノ

再注射量 ヲ用 ヒタ リ.再 注射後結果 ヲ觀察 シタル ニ1700單 位 マデハ毫 モ 過敏症状 ヲ認 メズ.

 1800, 1900單 位 ノ再注射 ニ ヨ リテ試獸 ハ極 ク輕度 ノ過敏症 状ヲ示 シ2000單 位 以上2500單 位 マ

デノ再注射 ニ際 シテ4例 ノ試獸 ハ過 敏症状 タル立 毛,不 安,放 尿,放 尿,呼 吸困難,輕 度 ノ痙

攣等 ノ臨牀症 状 ヲ見ル ト同時 ニ可成 リ著 明 ナル體温 下降 ト補體 價ノ減少 トヲ認 メタ リ.然 レ ド

モ過敏症 死 ヲ招 來 スル コ トハ不可能 ナ リキ. 72時 間 ノ潜伏期 ノ場合 ニハ再注射抗 血清 量 トシテ

100, 500, 1000, 1500, 1700, 2000, 2300, 2500ノ8種 類 ノ沈 降素單位 量ヲ 再注射 セ リ.其 ノ際

只2000單 位 ノ再注射 ニ依 ル兎ノガ極 ク輕度 ノ過敏症 状 ヲ呈 セシノ ミニテ 他 ハ 毫 モ過敏症 状 ヲ

認 メ得 ズ.即 チ大腸菌濾液 ノ場合 ニ於 テハ72時 間 ノ潜伏期 ニ於テ過 敏症 惹起能力頓 ニ減 退 セル

モノ ノ如 シ(第15表 參照).

第14表　 1/6, 4, 8, 16, 24各 時 間 ノ潜伏 期 ニ於 ケル逆 過敏症
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第4章　 總括及ビ考按

能働性 及 ビ被働性兩過敏症 實驗 ニ於 テ抗體稀釋 沈降反應 ニヨル結 合帶 ヲ規準 トシ再注射量 ヲ

確 定 スル コ トニヨツテ過敏症死 ヲ來 サ シメ又其 ノ症 状 ニ輕重 ノ差 ヲ生 ゼ シメ得 ル事實 ハ明白 ニ

過 敏症抗體 ト沈降 素 トガ同一物 タル コ トヲ物 語ルモノニ シテ體 内ニ存 スル沈降 素 ト再注射 サ レ

タル抗 原 トノ結 合 ニヨツテ過敏症状 ヲ招來 シ得 ルハ我 ガ敢室幾多 ノ研究 ニ ヨツテ明 白 ナ リ.白

玖14)氏 ハ 大腸菌 ノ分離沈降素 ヲ用 ヒテ動 物 ヲ感作 シ被働性過敏症 ヲ惹起 セシメ得 ルノ事實 ニヨ

リ過敏症抗體 モ沈 降素 ト同時 ニ分離 シ得 ル ノ事實 テ實驗證明 セ リ. Doerr und Bleyer15)ハ 過

敏症 「シヨツク」ノ原因 トシヲ抗體抗 原 ノ反應 ヲ起 ス場所 ハ體 内 ヲ循環 セル體 液 ニア リ トイフ假

定 カラ逆 過敏症 ノ可能 ナルニ非 ズヤヲ推 考 セリ. E. L. Opieハ 抗 原 ト抗體 ノ逆順 序 ニヨツテ家

兎皮膚 ニArthus現 象 ヲ起 サ シメ得 タル成績 ヨリ過敏症 皮膚反應 ニ於 テハ順序 ノ如何 ニ關 セズ,

只組 織内 テ於テ抗原 ト抗體 ノ結合 ニテ充分ナ ル ヲ主張 シE. L. Ople und I. Furthハ 小 家兎

ニ於テSchiemann und Meyerハ 白 鼠 ニ於テ何 レモ逆過敏症死 ヲ招來 セシ記載 ア リ,然 ルニ海

〓 ニ於 ヅハ只Doerr und Russが 抗 加熱 鰻海〓 免疫血清及 ビ抗 山羊家兎死疫 血清 ヲ以 テ實驗 セ

シモ毫 モ過敏症状 ヲ起 サ シメ得 ズ, E. L. Opie und I. Furthハ 馬 血清 ヲ以 テ海〓 ヲ感作 シ抗

馬海〓血清 ヲ再注射 セル ニ過敏症状 ヲ惹起 シ得ズ種 々ナル動物中過敏 産實驗 ニ最 モ適 合 セル海

〓 ニ於 テ逆過 敏症 ヲ起 シ得 ザルハ如何 ナル理 由 ニ基因 スルモ ノナ リヤ,今 過敏症 發作 ニ必要 ナ

ル ベキ3要 素 タル感作抗 原量,潜 伏期,再 注射量 ノ3點 ヲ按 ズル ニ感 作抗原量 ノ大 ナ レバ大 ナ

ル程過敏症惹 超能 力 ニ好都合 ナルベ キハ推定 ニ難 カラズ.既 ニSchiemann und Meyerモ 言

ヘルガ如 ク,或 ル一程度 以 ヒノ感作抗 原量 ヲ用 ヒル場合 ニ於 テハ其 ノ量 ノ大小 ニヨツテ過敏症

惹起能力ハ餘 リ影響ヲ見 ズ ト,故 ニ余ハ最大感作抗原量 ヲ使用 スル意味ニ於ヲ各潜伏期間試獸

ノ堪へ得ル最大抗原量 ト又逆過敏症遂行上最モ理想的ナ リト實驗的ニ定メタル浮游液ニ於ケル

100g當0.8ccト 濾液ニ於ケル100g當2.0ccト ヲ使用 セリ.今 日マデ ノ實驗ノ多クハ24時 間

以内ノ潜伏期 ニ於テ爲サ レ再注射抗 血清ニ付テハ只量ノ記載 ノミニテ體内ノ感作抗原 ト結合ス

ベキハ抗血清ノ量 ノ大小ニ非ズシテ結合力ヲ示 ス實 ニ沈降素 ノ質 ノ問題 タリ.只Doerr und

 Russノ 實驗ニ於テ「ウ」氏沈降素價1:1280ヲ 有 スルレ抗山羊家兎血清 ニテ再注射 セル ヲ報告セ

ルモ「ウ」氏沈降素價ハ單 ニ抗原ノ反應力テ示スモノニシテ沈降素ノ性質テ表 スモノニ非ズ茲ニ

於テ余ハ最小10分 間ヨリ最大120時 間ニ至ルマデノ潜伏期 ニ亙 リ再注射血清量 トシテハ稀釋

沈降素價ニヨル100g當100單 位 ヨサ試獸 ノ堪へ得 ル極大量 タル2500單 位 マデノ再注射量ヲ

用 ヒテ實驗 ヲ施行 セリ.今 其 ノ成績 ヲ見ルニ24時 間以内ノ潜伏期ノ場合 ニ於 テハ種々ナル再

注射量 ヲ以テスルモ逆過敏症状ヲ起 シ得ルコトハ不可能 ニシテ48時 間ノ潜伏期 ノ場合1200單

位以上ノ再注射量ニヨリテ輕度 ノ過敏症状 ヲ認 メ再注射 量ノ増 スニツレテ過敏症状 ノ強クナル

ヲ認 メ得ルモ未 グ過敏症死ニ致ラシムルテ得ズ72時 間ノ潜伏期 ニ際 シテハUberempfindlich
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keit頓 ニ増大スルモノノ如ク600單 位 ノ如 キ小再注射量ヲ以テスルモ動物ハ既ニ過敏症状 ヲ以

テ反應 シ再注射量 ノ増 ス ト共 ニ過敏症状モ強度 トナリ2200單 位以上 ノ再注射量 ヲ以 テ動物 ヲ

過敏症死ニ致ラシメタリ.然 レドモ96時 間ノ潜伏期 ニ於テハUberempfindlichkeitハ 急 ニ輕

減 シ1900單 位以 上ノ再注射量ニヨリテ漸 ク輕度 ノ過敏症状ヲ起サシメ得ル ノ ミニテ120時 間

以上 ノ潜伏期ニ於テハ如何ナル再注射量ヲ以テスルモ最 早過敏症状 テ認 メ得ズ.以 上ハ大腸菌

浮游液 ヲ以テ感作 セル場合ナルモ大腸菌濾液ニ於テハ感作能力強度 ニシテ只48時 間ノ潜伏期

ニ於テ1800單 位以上ノ再注射量 ヲ以テシテ輕度過敏症状ヲ惹起セシメ得ルノミニテ「シヨツ

ク」死ニ致ラシメルコ トハ不可能ナ リ. 48時 間以外ノ潜伏期ニテハ 過敏症状ヲ誘起スルコ トハ

至難ニ終 レリ.以 上ノ成績 ヨリ考按スルニ抗大腸菌免疫血清ノ逆過敏症 ニ於 テハ可成 リ長時間

ノ潜伏期ヲ必要 トシ然 シテ其 ノ惹起能カバ急 ニ輕減 シ且大量ノ再注射量ヲ必要 トスル事等ガ著

シキ點ニシテ普通被働性過敏症 ニ於クル感作抗血清量 ニ比較 スルニ大約10倍 ノ沈降素單位量

ヲ必要 トスルモノノ如 シ,余 ノ實驗ニ於テ所要潜伏期竝ニカカル潜伏期 ニ於テ必要ナル再注射

免疫血清量ハ大體定 メ得タルモ此際試獸ノ流血中ニ存在 スル抗原 ト再注射免疫血清 トノ量的關

係ヲ明白ニシ得ザルレハ最モ遺憾 トスル點ナルモ大腸菌兎疫血清ノ「ウ」氏沈降價 ノ低 キタメト既

ニ浮游液ニ於ヲハ48時 間以上ノ潜伏期 ニ於テ又濾液ニ於テハ8時 間 ノ潜伏期ニ於テ 既ニ抗原

性ハ消失スル ト云フ二ツノ事實ヲ考ヘル時 カカル量的關係ヲ詳細ニシ得ザルハ宜ナ リ.感 作抗

原ノ抗原性 ノ消失スル48時 間頃 ヨリ再注射抗血清ニ對 スルレUberempfindlichkeitノ 表ハレ來

ルハ實驗中最モ與味深キ點 ニシテ流血中ノ抗原性 ノ消失 スル ト共ニ細胞中ノ感作抗原ハ再注射

抗血清 ト結合スルニ最モヨキ状態 ニアルカヲ思考セシメルモノナ リ.被働性過敏症ニ於クル24

時間ノ潜伏期ニ比 シヲ逆過敏症 ニ於テハ何故カカル長キ潜伏期テ必要 トスルモノナ リヤ.又 被

働性過敬性 ニ於テモ明白ナル如ク過敏症状ヲ強ク惹起 セシムルタメニハ感作物質ガ細胞中ニ於

ヲ一定度以上ノ濃度ニ達 スルコ トガ必要ナリ.體 細胞ニヨツテ産生サ レシ免疫抗體 ハ體細胞 ニ

密接ナル親和力ヲ有 スルハ無論 ニシテ抗原ハ體細胞ニ對 シテハ全然他物質ナ レバ細胞中ニ於ヲ

再注射血清 ト結合スルニヨリ適當ナル濃度ニ達 スルニハ被働性過敏症 ニ於クルレ免疫血清ノ潜伏

期ニ比 シテ長時間ヲ要 シ從ツ逆テ過敏症ニ於テ長キ潜伏期ヲ必要 トスルモ蓋 シ想像 ニ難カルベ

シ.

第5章　 結 論

1)大 腸菌沈降素ニヨリ逆過敏症 ヲ惹起 シ得.

2)大 腸菌浮游液ノ感作ノ場合ニハ72時 間,大 腸菌濾液ノ感作ノ場合ニハ48時 間ニシテ過

敏症状ヲ最 モ張ク起 シ得.

3)大 腸菌浮游液ハ大腸菌濾液ヨリモ感作能力強キモノノ如 シ.
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4)逆 過 敏症死 ヲ惹起 スル タメニハ 抗體 稀釋 法ニ ヨ リ測 定サ レシ2200單 位 以上 ノ再注射量

必要 ナ リ.
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